
　
「
次
世
代

医
療
基
盤
法

（
医
療
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ

法
）」
が
5
月
に
施
行
さ
れ
た

▼
全
て
の
診
療
情
報
（
検
査
・

処
置
・
診
療
明
細
書
等
カ
ル
テ

内
容
全
部
）
を
収
集
す
る
と
い

う
。
こ
の
情
報
は
各
医
療
機
関

の
責
任
の
下
、
契
約
事
業
者
に

売
却
し
匿
名
化
、
暗
号
化
さ
れ

る
。
そ
し
て
第
三
者
（
研
究
機

関
・
企
業
・
事
業
者
）
に
販
売

さ
れ
る
。
提
供
医
療
機
関
と
な

る
の
は
任
意
だ
が
、
提
供
医
療

機
関
を
受
診
し
た
患
者
は
、
初

診
時
自
ら
の
診
療
情
報
の
提
供

を
拒
否
し
な
い
限
り
同
意
な
く

全
て
提
供
さ
れ
る
▼
日
本
医
師

会
が
反
対
し
て
い
な
い
現
状
で

は
、
レ
セ
プ
ト
電
子
化
時
と
同

様
一
部
例
外
を
除
き
参
加
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
▼

現
在
、
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
で
患

者
は
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診

可
能
だ
。
中
に
提
供
し
な
い
医

療
機
関
が
あ
れ
ば
そ
の
人
の
医

療
情
報
は
網
羅
さ
れ
な
い
。
全

医
療
情
報
収
集
の
た
め
に
か
か

り
つ
け
医
制
度
が
更
に
進
め
ら

れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
▼
こ
の
法

は
国
民
医
療
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
れ
ば
ま
だ
し
も
、

新
薬
開
発・
新
産
業
創
出
が
主

眼
に
な
っ
て
い
る
▼
情
報
は
元

々
患
者
の
も
の
で
あ
り
、
医
療

機
関
に
よ
り
医
療
情
報
化
さ
れ

て
い
る
。法
の
施
行
に
当
た
り
、

窓
口
負
担
の
軽
減
や
、初
再
診

料
ア
ッ
プ
を
含
む
診
療
報
酬
制

度
の
改
善
等
、
患
者
や
医
療
機

関
へ
の
恩
恵
あ
る
制
度
も
同
時

に
実
施
す
べ
き
で
あ
る
▼
患
者

に
は
何
ら
メ
リ
ッ
ト
な
く
、医
療

機
関
が
患
者
の
診
療
デ
ー
タ
を

業
者
に
売
り
利
益
を
得
る
と
み

な
さ
れ
て
は
、ま
た
窓
口
ト
ラ
ブ

ル
の
原
因
が
増
え
る
。 （
恭
仁
）

　
国
が
目
指
す
地
域
医
療
提
供

体
制
と
開
業
規
制
で
は
、
今
年

の
4
月
1
日
か
ら
市
町
村
に
実

施
義
務
が
課
さ
れ
、
市
町
村
か

ら
地
区
医
師
会
に
委
託
さ
れ
て

い
る
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支

援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、「
セ

ン
タ
ー
事
業
は
収
益
事
業
で
は

な
い
が
、
赤
字
運
営
で
は
い
け

な
い
。
複
数
の
医
師
会
で
運
営

す
る
場
合
、
運
営
費
の
問
題
が

出
て
く
る
。
規
模
が
大
き
く
な

れ
ば
、
会
議
の

運
営
費
等
も
膨

ら
み
、
赤
字
財

政
に
な
り
か
ね

な
い
。
こ
れ
ま

で
地
区
医
師
会

が
や
っ
て
き
た

在
宅
医
療
・
介

護
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
さ
な

い
か
懸
念
し
て

い
る
」「
す
で
に
地
区
医
師
会

内
で
連
携
が
で
き
て
お
り
、
今

さ
ら
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を

す
る
必
要
性
が
あ
る
の
か
」

「
職
員
の
雇
用
問
題
も
あ
る
。

問
題
は
山
積
で
、
と
て
も
運
営

で
き
る
状
態
で
は
な
い
」
な
ど

地
区
に
よ
っ
て
状
況
が
様
々
で

あ
り
、
在
宅
医
療
・
介
護
連
携

支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
不
安

視
す
る
意
見
が
多
数
出
さ
れ
た
。

何
を
も
っ
て
医
師
数

充
足
？ 

不
足
？

　
医
師
偏
在
問
題
に
つ
い
て

は
、
各
都
道
府
県
が
医
師
少
数

区
域
・
多
数
区
域
を
策
定
す
る

こ
と
に
対
し
て
「
各
地
域
に
お

け
る
医
師
数
は
、
何
を
も
っ
て

充
足
、
不
足
と
い
う
の
か
。
判

断
基
準
が
不
明
確
だ
」
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
他
に
も

「
医
師
だ
け
を
動
か
せ
ば
良
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
過
疎

地
に
お
い
て
は
、
過
疎
地
の
活

性
化
、
人
口
流
出
を
防
ぐ
こ
と

も
あ
わ
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
」「
都

市
部
を
基
準
に
し
て
考
え
る
の

で
は
な
く
、
各
地
域
に
お
け
る

事
情
を
勘
案
し
て
進
め
て
い
く

べ
き
だ
」
な
ど
行
政
の
進
め
方

に
懸
念
を
示
す
意
見
も
出
さ
れ

た
。減

算
規
定
で
意
見
続
々

　
続
い
て
、
診
療
報
酬
不
合
理

是
正
に
つ
い
て
は
、
2
0
1
8

年
度
診
療
報
酬
改
定
で
新
た
に

導
入
さ
れ
た
ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ

ン
受
容
体
作
動
薬
を
1
年
以
上

処
方
し
た
場
合
の
減
算
規
定

（
19
年
4
月
1
日
処
方
分
か
ら

開
始
）
に
つ
い
て
、「
減
算
の

対
象
外
と
な
る
適
切
な
研
修
と

し
て
日
医
の
e

－

ラ
ー
ニ
ン
グ

が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
単

位
を
取
得
で
き
る
講
習
会
を
開

催
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ

が
っ
て
い
る
」
と
地
区
医
師
会

よ
り
報
告
さ
れ
た
。

　
協
会
か
ら
は
、
不
眠
症
治
療

を
テ
ー
マ
と
し
た
社
会
保
険
研

究
会
を
開
催
す
る
（
10
月
13
日

に
既
開
催
、「
20
不
眠
」
2
単

位
）
こ
と
を
報
告
し
た
。
ま

た
、
向
精
神
薬
多
剤
投
与
に
お

け
る
減
算
規
定
に
つ
い
て
も

「
薬
の
処
方
は
、
最
終
的
に
は

連携支援Ｃ運営に不安の声
在宅医療などへの影響懸念

　
協
会
は
地
区
医
師
会
長
と
の
懇
談
会
を
9
月
15
日
に
開

催
。
地
区
か
ら
20
人
、
協
会
か
ら
6
人
が
出
席
し
た
。
協
会

よ
り
、
渡
邉
賢
治
副
理
事
長
か
ら
「
国
が
目
指
す
地
域
医
療

提
供
体
制
と
開
業
規
制
」、
鈴
木
卓
副
理
事
長
か
ら
「
診
療

報
酬
不
合
理
是
正
に
つ
い
て
」
の
話
題
提
供
を
行
い
、
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

医
師
の
裁
量
で
は
な
い
か
。
向

精
神
薬
の
多
剤
投
与
に
お
け
る

減
算
規
定
を
突
破
口
に
、
次
は

糖
尿
病
や
高
血
圧
の
薬
を
2

剤
、
3
剤
出
す
と
き
に
適
切
な

研
修
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し

て
い
る
。
こ
の
問
題
は
声
を
大

に
し
て
取
り
上
げ
て
も
ら
い
た

い
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
協
会
か
ら
は
、「
1
処
方
に

つ
き
7
種
類
以
上
の
内
服
薬
を

投
与
し
た
場
合
に
処
方
せ
ん
料

等
が
減
算
さ
れ
る
こ
と
自
体
が

お
か
し
い
。
協
会
は
以
前
か
ら

こ
の
減
算
規
定
の
廃
止
を
求
め

て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
不
合
理

な
も
の
に
つ
い
て
は
声
を
あ
げ

て
い
く
」
と
述
べ
た
。

地
区
医
師
会
長
と
の
懇
談
会
開
く

京
都
府
保
険
医
協
会  

事
業
の
ご
案
内

協会の取扱い事業を網羅した
パンフレットを本紙に同封し
ています。ぜひご覧下さい。

伏見医師会　  11月 7 日（水）午後 2時～
　　　　　　　　　 伏見医師会館

綾部・福知山
医師会

11月10日（土） 午後 4時～
福知山医師会館

京都北・上京東
部・西陣医師会

11月29日（木） 午後 2時～
京都府保険医協会・ルームＡ

地区医師会との
懇談会

2018年度

開
業
医
・
勤
務
医
の
頼
れ
る

パ
ー
ト
ナ
ー

センターの設置・運営
状況に地域差が生じて
いることや、財源などの
問題点もあらわに。活
発な意見交換となった

2 0 1 8 年 (平成 3 0 年) 1 0 月 2 5 日 第 3 0 3 6 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

　
協
会
が
扱
う
医

療
事
故
で
最
近
増

加
が
目
立
つ
の

が
、
転
倒
事
故
で

あ
る
。
高
齢
化
社

会
で
介
護
の
必
要

な
人
が
爆
発
的
に
増
え
、
介
護

施
設
の
み
な
ら
ず
医
療
施
設
で

も
高
齢
者
の
転
倒
事
故
が
多
発

し
て
い
る
。

　
我
々
が
扱
っ
た
事
例
を
示

す
。
認
知
症
の
80
歳
代
女
性

が
、
医
療
機
関
で
医
師
に
よ
り

足
の
爪
を
切
っ
て
も
ら
っ
た
後

に
、
ベ
ッ
ド
か
ら
円
椅
子
に
移

り
靴
下
を
履
こ
う
と
し
て
転

倒
。
右
大
腿
を
骨
折
し
た
。
そ

の
後
患
者
は
Ａ
Ｄ
Ｌ
が
低
下

し
、
認
知
症
も
進
ん
だ
。
医
療

機
関
側
は
、
こ
の
患
者
の
転
倒

リ
ス
ク
は
認
識
し
て
い
た
が
、

転
倒
は
医
師
、
看
護
婦
が
目
を

離
し
た
一
瞬
に
起
き
て
い
る
。

家
族
が
家
で
何
度
も
転
倒
し
て

い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
こ
と

や
、
医
療
機
関
と
患
者
側
の
関

係
が
良
好
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

賠
償
問
題
に
ま
で
は
発
展
し
な

か
っ
た
が
、
解
決
ま
で
1
年
5

カ
月
を
要
し
た
。

　
裁
判
に
ま
で
発
展
し
た
過
去

の
判
例
を
見
る
。
85
歳
の
肺
が

ん
末
期
の
男
性
が
リ
ハ
ビ
リ
目

的
で
入
院
中
、
看
護
婦
に
付
き

添
わ
れ
て
、
歩
行
器
を
用
い
て

ト
イ
レ
か
ら
病
室
に
歩
い
て
戻

る
途
中
、
看
護
師
が
所
用
で
患

者
の
傍
を
5
〜
10
秒
ほ
ど
離
れ

た
間
に
転
倒
。
床
で
頭
部
を
打

ち
、
外
傷
性
脳
内
出
血
と
慢
性

硬
膜
下
血
腫
を
発
症
し
た
。
そ

の
後
、
患
者
は
事
故
と
は
関
係

な
い
疾
患
で
死
亡
し
た
。
遺
族

は
、
病
院
の
過
失
と
義
務
違
反

で
訴
え
て
き
た
。
結
果
は
、
遺

族
の
訴
え
を
一
部
認
容
し
て
1

9
8
0
万
円
の
損
害
賠
償
を
命

じ
た
も
の
で
あ
る
（
福
岡
地
裁

小
倉
支
部
、
2
0
1
2
年
10
月

18
日
判
決
）。

　
医
療
機
関
は
、
入
院
患
者
が

入
院
中
に
転
倒
す
る
こ
と
を
防

止
す
べ
く
努
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
病
院
だ
け
で
な
く
、

診
療
所
も
例
外
で
は
な
い
。
裁

判
で
は
、
医
療
機
関
の
転
倒
の

予
見
可
能
性
を
前
提
と
し
た
、

結
果
回
避
義
務
違
反
の
有
無
が

問
わ
れ
る
。
予
見
可
能
性
の
判

断
材
料
は
身
体
能
力
、
転
倒
の

既
往
歴
、
認
知
症
や
見
当
識
障

害
の
有
無
な
ど
で
あ
る
。

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
3
人

に
1
人
は
1
年
に
1
回
以
上
転

倒
す
る
と
い
う
。
転
倒
は
一
瞬

で
、
不
可
抗
力
と
し
か
言
い
よ

う
が
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
が
、

ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
こ
と
も

多
い
。
万
が
一
、
貴
院
で
転
倒

事
故
が
発
生
し
た
ら
、
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
す
る
前
に
、
速
や
か

に
保
険
医
協
会
へ
連
絡
願
い
た

い
。
豊
富
な
経
験
か
ら
適
切
に

対
応
い
た
し
ま
す
。

多
発
す
る
高
齢
者
の
転
倒
事
故

万
が
一
の
場
合
は
協
会
に
ご
相
談
を

地
区
と
の
懇
談
（
右
京
）

 

（
2
面
）

医
師
の
働
き
方
改
革
で
提
言 

（
3
面
）

考
え
よ
う
平
和
と
憲
法 

（
6
面
）

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険
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適
時
調
査
は
「
適
時
調
査
実

施
要
領
」
に
沿
っ
て
行
わ
れ
、

「
調
査
書
」
に
従
っ
て
進
め
ら

れ
る
の
が
主
流
で
あ
る
。
以
前

も
述
べ
た
が
「
適
時
調
査
実
施

要
領
」
等
は
、
厚
生
労
働
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て

い
る
。

　
「
調
査
書
」
は
、
調
査
の
際

に
用
い
ら
れ
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
確

認
す
べ
き
項
目
と
、
聴
取
（
確

認
）
方
法
等
が
明
記
さ
れ
て
お

り
、
厚
生
局
が
確
認
し
た
内
容

を
書
き
込
む
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
「
調
査
書
」
は
、

「
重
点
的
に
調
査
を
行
う
施
設

基
準
」
と
「
そ
れ
以
外
」
に
分

け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
重

点
的
に
調
査
を
行
う
施
設
基

準
」
に
は
、「
重
点
確
認
事
項
」

と
い
う
必
ず
確
認
す
る
と
さ
れ

て
い
る
項
目
が
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
以
外
の
項
目
は
必
要

に
応
じ
て
確
認
す
る
と
さ
れ
て

お
り
、
す
べ
て
の
施
設
基
準
の

項
目
を
確
認
す
る
と
は
さ
れ
て

い
な
い
。
適
時
調
査
の
実
施
時

間
が
3
時
間
を
標
準
と
し
て
実

施
（
比
較
的
短
時
間
で
）
で
き

る
大
き
な
要
因
は
こ
こ
に
あ

る
。 

　
「
重
点
的
に
調
査
を
行
う
施

設
基
準
」
と
さ
れ
て
い
る
の

は
、
一
般
事
項
（
医
療
機
関
の

現
況
、
院
内
掲
示
事
項
、
保
険

外
併
用
療
養
費
、
保
険
外
負

担
）、
入
院
基
本
料
、
救
急
医

療
管
理
加
算
、
診
療
録
管
理
体

制
加
算
、
医
師
事
務
作
業
補
助

体
制
加
算
、
急
性
期
看
護
補
助

体
制
加
算
、
医
療
安
全
対
策
加

算
、
感
染
防
止
対
策
加
算
、
患

者
サ
ポ
ー
ト
体
制
充
実
加
算
、

入
退
院
支
援
加
算
、
病
院
勤
務

医
・
看
護
職
員
・
医
療
従
事
者

の
負
担
軽
減
お
よ
び
処
遇
改

善
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
、
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
・
入
院
医

療
管
理
、
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
管

理
料
、
薬
剤
管
理
指
導
、
検
体

管
理
加
算
、
画
像
診
断
管
理
加

算
、
外
来
化
学
療
法
加
算
、
心

大
血
管
疾
患
・
脳
血
管
疾
患

等
・
運
動
器
・
呼
吸
器
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
、
精
神
科
作

業
療
法
、
精
神
科
デ
イ
・
ケ

ア
、
輸
血
管
理
料
、
入
院
時
食

事
療
養
・
生
活
療
養
等
で
、
入

院
料
関
係
の
多
く
が
、「
重
点

的
に
調
査
を
行
う
施
設
基
準
」

と
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
直
近
の
診
療
報
酬
で
新

設
さ
れ
た
施
設
基
準
、
例
え
ば

機
能
強
化
加
算
や
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
料
等
に
つ
い
て
も
「
重
点

的
に
調
査
を
行
う
施
設
基
準
」

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
適
時
調
査
に
お
い
て
必
ず
確

認
さ
れ
る
「
重
点
確
認
事
項
」

に
つ
い
て
は
、
紙
面
の
都
合

上
、
全
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
各
施
設
基
準
管

理
に
お
い
て
特
に
気
を
付
け
た

い
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
今
後
可

能
な
範
囲
で
紹
介
し
て
い
き
た

い
。

　
中
京
東
部
医
師
会
選
出
の

代
議
員
・
予
備
代
議
員
欠
員

に
伴
う
補
欠
選
挙
を
行
い
ま

し
た
と
こ
ろ
、
立
候
補
者
数

は
定
数
以
内
で
し
た
の
で
、

京
都
府
保
険
医
協
会
選
挙
規

定
第
2
章
第
31
条
に
よ
り
、

無
投
票
当
選
人
と
決
定
し
ま

し
た
。
任
期
は
2
0
1
9
年

4
月
30
日
ま
で
。

 

（
敬
称
略
）

代
議
員

　
玉
垣 

俊
幸
、
安
野 

哲
也

予
備
代
議
員

　
林 　
治
材
、
中
井 　
茂

　
梶
田 

洋
一
郎

代
議
員
・
予
備
代
議
員

 

補
選
結
果
の
報
告
中京東部

初
診
料
な
ど
不
合
理
点
数
で
意
見
交
換

右
京
医
師
会
と
懇
談

9
月
6
日
　
右
京
医
師
会
館

　
協
会
は
右
京
医
師
会
と
の
懇

談
会
を
9
月
6
日
に
開
催
し

た
。
地
区
医
師
会
か
ら
6
人
、

協
会
か
ら
5
人
が
出
席
。
右
京

医
師
会
の
寺
村
和
久
副
会
長
の

司
会
で
進
行
し
た
。

　
高
島
啓
文
会
長
が
「
本
日
は

診
療
報
酬
の
不
合
理
や
地
域
医

療
体
制
な
ど
、
忌
憚
な
く
意
見

を
交
わ
し
た
い
」
と
あ
い
さ

に
高
点
数
を
設
け
て
も
良
い
の

で
は
な
い
か
と
提
案
が
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
協
会
は
、
初

診
料
が
圧
倒
的
に
低
い
。
初
対

面
の
患
者
に
は
、
既
往
歴
の
聴

取
、
診
断
の
絞
り
込
み
等
、
あ

る
程
度
結
論
を
導
き
出
す
高
度

な
判
断
が
必
要
で
あ
り
、
評
価

す
べ
き
と
賛
同
し
た
。

　
ま
た
地
区
か
ら
、
多
剤
投

与
、
長
期
投
与
な
ど
数
の
規
制

は
、
行
政
側
の
医
療
行
為
へ
の

縛
り
だ
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

協
会
は
、
多
剤
投
与
の
問
題

は
、
糖
尿
病
と
高
血
圧
に
他
の

疾
病
、
痛
風
や
腰
痛
な
ど
が
あ

れ
ば
、
必
ず
7
剤
を
超
え
る
。

そ
れ
に
い
か
に
対
応
す
る
か
。

医
療
内
容
へ
の
踏
み
込
み
は
容

認
で
き
ず
、
7
剤
縛
り
の
廃
止

を
要
求
し
て
い
る
と
述
べ
た
。

　
さ
ら
に
地
区
か
ら
、
小
児
抗

菌
薬
適
正
使
用
支
援
加
算
を
算

定
で
き
な
い
耳
鼻
咽
喉
科
医
の

ジ
レ
ン
マ
が
述
べ
ら
れ
る
と
と

も
に
、
国
が
目
指
す
地
域
医
療

提
供
体
制
と
開
業
規
制
に
つ
い

て
、
医
師
数
不
足
か
否
か
が
ポ

イ
ン
ト
だ
。
京
都
は
医
師
数
が

多
い
地
域
に
分
類
さ
れ
る
だ
ろ

う
が
、
実
感
は
な
い
。
国
は
具

体
的
な
偏
在
是
正
プ
ラ
ン
を
示

す
べ
き
だ
。
高
齢
者
の
生
活
圏

は
徒
歩
圏
内
の
エ
リ
ア
で
、
偏

在
も
そ
の
範
囲
内
で
考
え
る
べ

き
と
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
協

会
は
、
地
区
に
必
要
な
医
師
数

は
、
現
場
の
人
間
に
し
か
わ
か

ら
な
い
。
厚
労
省
は
医
師
需
給

分
科
会
で
医
療
需
要
の
指
標
を

作
成
し
、
診
療
科
ご
と
に
必
要

医
師
数
を
明
ら
か
に
す
る
と
し

て
い
る
。
医
療
需
要
の
把
握
に

国
は
各
医
療
機
関
の
レ
セ
プ
ト

東山診療所（東山）、洛西ニュータウン病院（西京）、亀岡シミズ病院（亀岡）、宇
治徳洲会病院（宇治久世）、民医連中央病院（中西）、太子道診療所（中西）、医誠
会診療所（乙訓）、伊勢村医院（宇治久世）、吉村医院（相楽）、京都山城総合医療
センター（相楽）、日本バプテスト病院（左京）、太秦病院（右京）

すでに12医療機関にご協力いただきました。

東北被災地支援物産展を開催しませんか?!
～協会は被災地を応援します～

開催スペースをお借りしての物産展開催
です。被災地支援はもちろん、患者さん
やスタッフの方たちへのレクリエーショ
ンとしてもいかがでしょうか。

協力医療機関を募っています。ぜひご協力下さい !

▼  

洛西ニュータウン
病院にて

ありがとうありがとうありがとうありがとうありがとうありがとうありがとうありがとうありがとうありがとうありがとうありがとう
ございますございますございます

　協会は９月６日、右京医師会との懇談を皮切
りに各地区医師会との懇談をスタート。本年度
の協会からのテーマは①診療報酬不合理是正②
国が目指す地域医療提供体制と開業規制―。で
きるだけ多くの会員にご参加いただき、忌憚な
いご意見を伺いたい。

2018年度

地区との
懇談始まる

保険医年金
秋普及

新規・増口のご加入、
ありがとうございました
2019年春普及は
４月１日から開始します
加入は19年９月１日

よろしく
お願いします

つ
。
続
い
て
、
茨
木
和

博
理
事
長
代
行
の
あ
い

さ
つ
、
各
部
会
か
ら
の

情
報
提
供
の
後
、
鈴
木

卓
副
理
事
長
か
ら
「
診

療
報
酬
不
合
理
是
正
」、

渡
邊
賢
治
副
理
事
長
か

ら
「
国
が
目
指
す
地
域

医
療
体
制
と
開
業
規

制
」
に
つ
い
て
報
告

し
、
意
見
交
換
し
た
。

　
地
区
か
ら
、
高
点
数
に
よ
る

集
団
的
個
別
指
導
の
対
象
点
数

は
年
間
平
均
点
な
の
か
、
そ
れ

と
も
特
定
の
時
期
の
も
の
か
と

質
問
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

協
会
は
、
厚
労
省
が
近
畿
厚
生

局
に
送
信
す
る
デ
ー
タ
は
い
つ

の
も
の
か
判
ら
な
い
と
回
答
す

る
と
と
も
に
、
京
都
の
場
合
6

年
に
1
回
指
定
更
新
時
の
指
導

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
点
数
に

よ
る
集
団
的
個
別
指
導
は
廃
止

す
べ
き
と
提
起
し
た
。

　
診
療
報
酬
不
合
理
是
正
の
課

題
で
は
、
内
科
医
が
再
診
時
に

外
来
管
理
加
算
、
特
定
疾
患
療

養
管
理
料
を
算
定
す
る
と
初
診

料
よ
り
高
く
な
る
。
繰
り
返
し

初
診
と
は
別
に
、
全
く
の
初
診

デ
ー
タ
を
精
査
し
て
い
る
。
需

給
推
計
の
算
出
方
法
だ
が
、
疾

患
別
医
師
需
給
数
が
多
い
と
医

療
費
が
膨
ら
む
の
で
、
経
済
的

な
意
図
的
操
作
の
可
能
性
を
指

摘
し
た
。

　
そ
の
他
、
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、
地
域
の
医
師
会
の
協
力
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
話

題
に
上
が
っ
た
。

　
最
後
に
松
井
亮
好
副
会
長
が

「
従
来
は
露
骨
な
医
療
費
抑
制

政
策
や
国
民
皆
保
険
を
崩
す
動

き
で
、
医
師
会
も
一
致
団
結
し

や
す
か
っ
た
が
、
昨
今
は
医
師

偏
在
な
ど
国
民
目
線
か
ら
は
必

要
な
改
革
と
映
る
内
容
で
、
気

が
付
け
ば
い
つ
の
間
に
か
医
師

が
官
僚
の
管
理
下
に
置
か
れ
、

医
療
費
を
抑
制
で
き
る
体
制
に

な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

閉
会
し
た
。

会
員
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す

新
春
特
集
号
へ
の
会
員
の
投
稿
募
集

　
随
筆
（
8
0
0
字
程
度
）、
写
真
、
絵
、
短
歌
、

詩
な
ど
、
な
ん
で
も
結
構
で
す
。
些
少
な
が
ら
お
礼

あ
り
！
　
多
く
の
先
生
方
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
締
切
は
11
月
30
日
（
金
）。

シリーズ

施
設
基
準
適
時
調
査

対
策
の

ポ
イ
ン
ト

9

重
点
的
に
調
査
が
行
わ
れ
る

 

施
設
基
準
と
重
点
確
認
事
項

出
席
者
11
人
で
開
催
さ

れ
た
右
京
医
師
会
と
の

懇
談

2 0 1 8 年 (平成 3 0 年)1 0 月 2 5 日第 3 0 3 6 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行



医師の健康と医療守る視点を
安倍首相、根本厚労相ら宛に提言

　
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
7

年
。
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、

2
0
1
3
年
に
施
行
し
た
新
規

制
基
準
の
も
と
、
次
々
と
原
発

再
稼
働
を
認
可
し
続
け
て
い

る
。
18
年
7
月
3
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
第
5
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
」
も
、
い
ま
だ

に
原
子
力
を
「
重
要
な
ベ
ー
ス

ロ
ー
ド
電
源
」
と
位
置
づ
け
、

原
発
推
進
を
推
し
進
め
る
こ
と

を
明
記
し
た
。

　
協
会
の
環
境
対
策
委
員
会

は
、
こ
う
し
た
問
題
を
あ
ら
た

め
て
体
系
的
に
学
習
し
な
お
し

環境対策委で
原発新規制基準を学習

机上の避難計画は命の軽視に第１層 異常発生の
防止 異常運転や事故の防止

第２層 異常の拡大
防止

異常運転の制御と故障の検知に
より事故に拡大するのを防止

第３層 事故影響の
緩和

事故が発生した際に、シビアア
クシデントへの進展を防ぎ、放
射性物質を閉じ込める。炉心損
傷を防ぐ。設計基準内への事故
の制御

第４層

シビアアク
シデント
（重大事故）
対応

事故の進展防止とシビアアクシ
デントによる影響緩和、放射性
物質の放出低減を含むプラント
状態の制御

第５層 原子力防災

放射性物質の大規模な放出によ
る放射線影響の緩和。オフサイ
ト（原発周辺）の緊急時計画によ
り被害を緩和

『原発事故－新規制基準と住民避難を考える』（一般社団
法人京都自治体研究所刊）より引用

た
い
と
一
般
社
団
法
人
京
都
自

治
体
問
題
研
究
所
の
副
理
事
長

で
あ
り
事
務
局
長
の
池
田
豊
氏

を
講
師
に
、
会
内
で
学
習
会
を

開
催
し
た
。

　
学
習
会
は
、
7
月
15
日
に
発

刊
さ
れ
た
『
原
発
事
故
―
新
規

制
基
準
と
住
民
避
難
を
考
え

る
』（
自
治
体
問
題
研
究
所
刊
）

を
テ
キ
ス
ト
に
連
続
3
回
で
行

う
予
定
。
9
月
21
日
に
開
催
し

た
第
1
回
は
、「
避
難
計
画
と

深
層
防
護
」
に
つ
い
て
学
習
し

た
。

　
原
発
事
故
時
の
住
民
避
難
計

画
は
新
規
制
基
準
の
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
。

　
原
発
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
に
、
異
常
発
生
の
防
止
か
ら

原
子
力
防
災
ま
で
、
多
層
に
防

護
策
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で

防
護
策
全
体
の
信
頼
性
と
実
効

性
を
高
め
る
概
念
を
深
層
防
護

と
い
う
。
こ
の
考
え
は
、
住
民

等
と
原
発
に
働
く
労
働
者
、
環

境
を
保
護
す
る
た
め
の
も
の
で

も
あ
る
。
1
9
9
6
年
に
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
安
全
基
準
と
し
て
制
定
さ

れ
、
以
降
深
層
防
護
に
基
づ
き

対
応
す
る
こ
と
が
国
際
的
に
共

通
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
。
一

方
で
、
日
本
で
は
福
島
第
一
原

発
事
故
が
起
き
る
ま
で
規
制
基

準
に
は
第
3
層
ま
で
し
か
取
り

入
れ
ら
れ
て
な
か
っ
た
。
事
故

以
降
も
、
日
本
に
お
け
る
深
層

防
護
の
考
え
方
は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
基

準
に
依
拠
し
て
い
る
と
し
な
が

ら
、
第
5
層
の
防
護
レ
ベ
ル
の

対
応
を
一
般
の
自
然
・
事
故
対

策
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、

自
治
体
で
の
「
防
災
」
対
策
と

し
て
、
原
子
力
安
全
規
制
の
重

要
課
題
と
し
て
い
な
い
。

　
国
や
原
子
力
規
制
委
員
会

は
、
原
子
力
災
害
の
特
殊
性
は

認
め
る
も
の
の
、
住
民
等
の
避

難
な
ど
は
地
方
自
治
体
の
責
任

で
避
難
計
画
を
作
成
、
実
施
し

た
ほ
う
が
効
率
的
か
つ
実
効
的

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
原
子
力
災
害
の
特
殊
性
こ

そ
が
、
福
島
第
一
原
発
事
故
発

生
直
後
の
自
治
体
対
応
や
、
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医師確保と医療経営支える
診療報酬改善で働き方改革を

　厚生労働省の医師の働き方改革に関する検討会の「中間
的な論点整理」は、医師の働き方改革を「できるだけ早く
着手しなければならない」課題と述べ、先に実施した医師
の勤務実態調査の分析から、長時間勤務の要因を次のよう
に挙げた。
　①急変した患者等への緊急対応②手術や外来対応等の延
長といった診療に関するもの③勉強会への参加など自己研
鑽に関するもの―。
　以上については、国・地域・医療機関レベルで引き続き
議論が必要である。
　また、同日にとりまとめられた「医師の労働時間短縮に
向けた緊急的な取組」における、「医師の労働時間管理の
適正化」や「36協定」の自己点検等の方策についても、医
師の健康管理の観点から各医療機関での取組が求められる
と考える。
　以上の点を踏まえた上で、今後の検討に反映していただ
きたい提案を次に列挙する。
〈提案１〉
　勤務医は労働基準法の適用を受ける労働者であり、人た
るに値する生活を営む権利を保障されねばならない。他職
種・他産業の労働者と同様に、医師の時間外労働の上限規
制は実現されるべきである。
　そのために必要なことは、交代制勤務などの改革が検討
できる医師の増員である。これを裏打ちする診療報酬の引
き上げと医師養成数の確保が必要である。各医療機関にお
いて医師増員を可能とする形での診療報酬の大幅引き上げ
であり、医師養成数の確保である。
〈提案理由〉
　勤務医の過酷な労働条件に光が当たり、是正策が検討さ
れ始めたことは歓迎する。
　医療が人間の手による人間に対する労働である以上、医
師が健康を維持できない環境は改善されねばならない。
　医師の長時間労働の原因を、医師の仕事の特殊性や、個
々の医師の資質・意識・職業倫理や規範のみに求め、労働
基準法上に「特例」を設けることや、高度プロフェッショ
ナル制度を適用することでの「解決」へと議論を矮小化せ

ず、医師養成・医師確保・医療経営を支える形での診療報
酬の改善につなげる議論が必要である。
　日本国憲法第27条１項は、「すべて国民は、勤労の権利
を有し、義務を負う」とある。
　第２項には「賃金、就業時間、休息その他の勤労条件に
関する基準は、法律でこれを定める」とある。
　憲法にある「勤労条件にまつわる基準」を定めた法規が

「労働基準法」である。
　同法第１条は「労働条件は、労働者が人たるに値する生
活を営むための必要を充たすべきものでなければならな
い」とされ、同条第２項に「この法律で定める労働条件の
基準は最低のものであるから、労働関係の当事者は、この
基準を理由として労働条件を低下させてはならないことは
もとより、その向上を図るように努めなければならない」
とある。
　この原則から、医師を除外する理由はなく、医師の働き
方改革は少なくとも勤務医は労働者であり、「人たるに値
する生活を営む」労働条件を保障されるべきであるとの認
識から出発すべきだと考える。
　但し、過労死ラインを超えないため、診療制限に踏み切
る病院の動き等が報道され、「規制だけでは地域医療が崩
壊する」との指摘があることも事実である。少なくとも現
時点では、労働基準監督署の指導が高圧的なものであって
はならない。
〈提案２〉
　国は、長時間勤務の是正のためとして、タスクシェアリ
ング、タスクシフティングや応召義務のあり方見直しなど
をあげている。だが、この議論は本来、望むべき医療制度
の姿、医療とは何か、医師とは何かという問題であり、慎
重かつ丁寧な議論をすべきである。
　同時に医師の働き方を改革には、労働時間とならんで労
働のありかたも重要である。
　病棟・外来・救急・手術・処置などの多重業務、医療安
全、患者説明、文書発行、医療介護連携などは付随する責
任を過重なものにしており、長時間労働と併せてストレス
を増大させ健康を蝕む要因となっている。
　医師が生き生きとやりがいを持って働ける環境づくりは
重要な課題である。
〈提案理由〉
　勤務医の労働条件改善の具体方策として取りざたされて

いるのが「タスクシフティングの推進」である。
　だが、医師の働き方改革が議論の俎上にのる以前から、
国は特定行為に係る看護師の研修制度導入や、関連して介
護職による喀痰吸引等、一定の医療行為を認める制度改正
を進めてきた。医師が担ってきた仕事の他職種へのシフト
は、従前からの国方針であり、あたかも「労働環境改善」
のための提案であるかのように検討することに違和感があ
る。これは医師とは何か、という議論を抜きにして語れな
いもののはずである。
〈提案３〉
　勤務医の労働条件改善を進めると同時に、地域の開業医
や介護・福祉関係者の疲弊状況の把握・改善が求められ
る。
〈提案理由〉
　今後、働き方改革をめぐっては、勤務医の労働条件の改
善にかかわって、開業医との役割分担が本格的な議論対象
となると考えられる。これにより開業医が業務過多となる
ことを危惧する。医療費抑制策の転換と医師数増政策の推
進をしなければ、勤務医と開業医は共倒れする。
　すでに国は将来、「かかりつけ医すなわちプライマリケ
アを担う医師を定め、日常の健康問題に関する診療は、ま
ずはこれらの医師が担うこととして、専門診療を必要とす
る場合には、その紹介による」仕組みを作ることを「働き
方ビジョン検討会」報告書（2017年４月）で述べている。
　国民皆保険制度はいつでも・どこでも・誰でもが必要な
医療を必要なだけ保険証１枚で保障する仕組みであり、そ
れを可能にしている仕組みとして、療養の給付（出来高払
と現物給付）と並んで、フリーアクセスは極めて重要であ
ると私たちは考えている。その点から、私たちは国のビ
ジョンに対し批判的見解を持っているが、働き方改革の議
論を通じて国の考えるビジョンへ誘導していくことはあっ
てはならない。
　あくまで、開業医も含めた医師の生命・健康を守り、患
者の医療を守ることのために、議論を進めていただきた
い。
　医師の働き方改革の議論が、医療政策の全体像の中での
働き方改革という視点で以て、今後進められることを切に
願う。
 京都府保険医協会　2018年10月９日

　「働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律」が６月29日に成立したことを受け、医療界では
医師の働き方改革が焦点となっている。協会は、この議論の大前提は、医療の保障は医師なくしてはあり得ず、
医師の健康が守られないままでは、患者の生命や健康を守ることはできないということだと考えている。今回の
国の働き方改革の議論を通じ、その原則に立った労働条件の改善等が図られることを期待し、理事会において

「医師の働き方改革に関する議論への意見」を提言としてとりまとめた。この提言は安倍首相、根本厚労相、医
師の働き方改革に関する検討会委員各位に10月18日付で送付した。以下、提案文を掲載する。
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医師の働き方改革とは何か

　現政権が進める働き方改革関連法の概要と
問題を指摘した政策論考を、本紙3035号付
録「医療政策関連情報（メディペーパー京
都）」（10月10日発行）としてまとめ、会員
各位にお届けしています。ぜひご覧下さい。
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文化ハイキング ―八幡界隈の史跡を巡る
安心して子育てできる京都に

１. 講演 「小児科医が語る 子どもの貧困と医療費」
 講師 健和会病院（長野県）院長・小児科医　和田　浩 氏
２. 対談 和田　浩 医師×尾藤 廣喜 弁護士
日　時 12月2日（日）午後 2時～ 4時
場　所 こどもみらい館（中京区間之町通竹屋町下ル楠町601-1）
※ 地下鉄「丸太町」駅から徒歩３分。公共交通機関をご利用
下さい。

共　催 子ども医療費京都ネット、反貧困ネットワーク京都

　農民連副会長・国際部長として、ＴＰＰ反対運動の先頭に立ってきた真嶋氏
を迎え、メガ貿易協定の行きつく先を解説いただきます。身勝手な自由貿易や
アメリカの保護主義から自国の主権を守るため、ＴＰＰ反対京都ネットとして
の今後の活動の展望を検討します。ぜひご参加下さい。

日　時 11月1日（木）午後６時30分～８時30分
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ
講　師 農民連副会長　真嶋 良孝 氏
主　催 ＴＰＰ反対京都ネット

　午前中は「石清水八幡宮」「松花堂庭園」を訪れ、昼食は松花堂弁当の由来
となった京都吉兆にてお弁当を賞味。午後からは「正法寺」にて本堂や大方丈
などを拝観。「善法律寺」「安居橋」を巡ります。

日　時 11月11日（日）午前９時～午後３時頃（雨天決行）
参加費 会員 6,000円　家族・従業員 7,000円
 （拝観料、昼食代、現地ケーブル・バス代含む）

集　合 午前 9 時　京阪 「八幡市」 駅　改札口前
※ ご家族・スタッフの方お誘いあわせの上、ぜひご参加
下さい。
※雨具のご用意とともに軽装で歩きやすい靴でご参加下さい。
主　催 有限会社アミス　　協　賛　京都府保険医協会

申込不要
参加費無料

申込不要
参加費無料

日米FTA・トランプ貿易戦争の背景にあるもの
ＴＰＰ反対京都ネット学習会 　今回のテーマは、“部下・後輩への指導の仕方”。人に教える・人を育てるに

は「伝え方」がポイントになります。まずは、自身の接遇マナーを再確認し、
部下や後輩にどのように伝えるか、講義と実践練習で学びます。院長先生のご
参加も歓迎します。

日　時 11月14日（水）午後２時～４時
講　師 （株）JAPAN・SIQ協会　谷　洋子 氏
対　象 会員医師／ 会員医療機関の従業員

（過去に初級接遇研修に参加、または経験年数５年以上）

参加費 お一人 1,000円（当日徴収）
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
協　賛 有限会社アミス

中級コース  医院・診療所での接遇マナー研修会

先着60人
要申込

先着20人
要申込

お申し込み・お問い合わせは京都府保険医協会（☎075-212-8877）まで

協会ホームページからも、
お申込みいただけます。

協会ホームページ
からも、お申込み
いただけます。

新規開業資金融資の下限金利を0.3％まで引き下
げ、協会の斡旋手数料無料（2019年５月委員会決
定分まで）にて、ご開業を全面的にバックアップし
ます!!　新規開業をご予定の先生は、この機会にぜ
ひお申し込み下さい。

金利・手数料優遇
キャンペーン実施中!

保険医協会は設備・運転資金をはじめ、子弟教育資
金、自由ローン（使途自由・1,000万円まで無担
保）、住宅ローンなど低利な融資を取り扱っていま
すので、お気軽にお問い合わせ下さい。

融資のことも
保険医協会に
ご相談を !

新規開業資金融資

※詳しくは、パンフレットをご覧下さい。

死亡または
高度障害のリスクに備える

たとえば収入保障保険に入っているけど…

遺族に対して保険適用期間終了まで毎月
もしくは一時金で支給するもので、その
人のケガや病気での収入を補填するには
不十分です。

入院１日あたり、
通院１日あたりで支給

たとえば医療保険に入っているけど…

健康なときの収入をベースに設定されて
いる融資の返済、リース料の支払い、テ
ナント料支払いなどをカバーするには不
十分です。

収入減を補う保険
所得補償保険

所得減少リスクをカバーする保険として最適です。

万が一、事故やケガ、病気で「就労不能」状態になったとき
入院中だけでなく自宅療養でも

協会の所得補償保険は医院を維持・継続していくための費用を補償します

一番必要なのは
休業中の収入補償 !休業補償制度

医院の維持・継続に最適 !

火災保険
地震保険

風水害や地震の
備えは万全ですか?
保険料が約5％割安で
 加入できます

利 率

0.3％
斡旋手数料 無 料
限 度 額 1 億円

保険医協会の会員が協会
集団扱の火災保険にご加
入の場合は、一般で加入
するより保険料が約５％
割安になります。見積だ
けでもお気軽にお問い合
わせ下さい。

台風による風水害（風災・水災）や地震による損害は、
火災保険や地震保険（居住用建物※のみ）で補償されま
す。大雨による浸水等の損害（水災）はオプション契約
での補償となっていることもあるため、現在の契約内容
をご確認下さい。また風水害による休業損害は火災保険
の特約をつけることで補償されます。
※居住用建物： 住居のみに使用される建物、住居と業務使用

（事務所・店舗）の併用住宅

ケガや病気で突然の休業……

プラス

2 0 1 8 年 (平成 3 0 年) 1 0 月 2 5 日第 3 0 3 6 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月10日･25日発行
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　わずかな登りはありますが、厳しいものではなくおおむね平坦
な遊歩道で、多くの文化財が散在する楽しいコースです。錦秋に
は少々早いかもしれませんが、歓談しながらのんびり歩きましょう。

日　時 11月18日（日）
集　合 午前 9 時　京阪 「びわ湖浜大津」 駅　改札口琵琶湖側

2018 秋の環境ハイキング
第一疎水 （水の道） と旧東海道 （人の道）

行程●浜大津駅―三保ケ崎（三高艇庫・
歌碑）―三井寺（観音堂）―小関越―藤尾
―安祥寺―天智天皇稜―亀の水―車石
広場―日ノ岡峠―日向大神宮―南禅寺
―インクライン―蹴上

　京都クレジットサービス㈱と
提携しているゴールドカードは、
京都府保険医協会の会員は個人・
家族・法人カードとも年会費は永
久無料です。
　有利な特典も備えております。
ぜひご入会をご検討下さい。

ＤＣゴールド
カードのご案内
年会費 永久無料

救命救急対策に
救急蘇生モデルのご活用を

対　象：京都府保険医協会会員
 ※原則として取りに来ていただける方
期　間：10日間
  （希望多数の場合、早めにご返却い

ただくことがあります）

貸出モデル：CPR対応訓練用モデル
 （除細動器の貸出可）
申　込：京都府保険医協会事務局まで

貸出要領

貸出料 無料

ＣＰＲ対
応訓練用
モデル
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年
7
月
30
日
厚
労
省
事

務
絡
）（
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー

18
年
8
月
号
11
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）
の
問
2
で
、
在
宅
患
者
訪

問
診
療
料
（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）
に
係

る
「
看
取
り
加
算
」
に
つ
い

て
、「
死
亡
日
に
往
診
ま
た
は

訪
問
診
療
を
行
い
、
死
亡
の
タ

イ
ミ
ン
グ
に
は
立
ち
会
わ
な

か
っ
た
が
、
死
亡
後
に
死
亡
診

断
を
行
っ
た
場
合
に
は
算
定
で

き
な
い
」
と
い
う
解
釈
が
示
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
死
亡
の

瞬
間
に
そ
の
場
に
い
な
け
れ
ば

看
取
り
加
算
は
算
定
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
に
解
釈
が
変
更
さ

（
70
歳
代
前
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
当
該
患
者
は
両
大
腿
膝
窩
動

脈
バ
イ
パ
ス
術
施
行
後
に
退
院

し
た
が
、
右
膝
部
創
よ
り
Ｍ
Ｒ

Ｓ
Ａ
が
確
認
さ
れ
再
入
院
と

な
っ
た
。
人
工
血
管
を
温
存
す

る
た
め
に
局
所
療
法
（
洗
浄
）、

デ
ブ
リ
ー
ド
メ
ン
ト
で
対
応
。

抗
生
剤
は
長
期
投
与
に
よ
る
腎

不
全
を
考
慮
し
て
使
用
を
控
え

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
経
過

が
良
好
で
は
な
く
、
家
族
の
希

望
通
り
に
人
工
血
管
を
切
断
。

虚
血
を
防
ぐ
た
め
に
、
よ
り
遠

投
与
を
開
始
し
て
解
熱
し
た

が
、
患
者
は
死
亡
し
た
。

　
患
者
側
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
感
染

に
対
し
て
バ
ン
コ
マ
イ
シ
ン
投

与
等
、
適
切
な
検
査
・
処
置
を

行
う
義
務
を
怠
っ
た
と
し
て
、

証
拠
保
全
を
経
た
後
に
訴
訟
を

申
し
立
て
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
効

果
が
期
待
で
き
な
い
に
し
て
も

バ
ン
コ
マ
イ
シ
ン
を
投
与
し
た

方
が
良
か
っ
た
。
ま
た
、
救
命

を
最
優
先
し
、
早
期
に
救
肢
を

諦
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
反
省

点
を
あ
げ
た
が
、
医
療
過
誤
の

有
無
に
つ
い
て
は
、
当
初
判
断

が
で
き
な
か
っ
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

4
年
5
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
医
療
機
関
側
の
見
解
は
結
果

論
で
あ
り
、
そ
の
内
容
か
ら
だ

け
で
は
医
療
過
誤
が
明
ら
か
と

判
断
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｍ

Ｒ
Ｓ
Ａ
に
感
染
し
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
新
た
な
バ
イ
パ
ス

手
術
を
し
た
こ
と
は
問
題
点
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
医
療
機
関

側
は
、
過
去
の
成
功
事
例
を
参

考
に
、
旧
バ
イ
パ
ス
の
一
部
を

残
し
、
新
た
な
バ
イ
パ
ス
を
そ

こ
か
ら
取
り
付
け
る
方
法
を
選

択
し
た
が
、
患
者
側
は
早
急
に

人
工
血
管
を
全
て
除
去
す
べ
き

だ
っ
た
と
主
張
し
た
。
た
だ

し
、
そ
の
時
点
で
患
者
の
生
命

に
危
険
が
あ
る
と
医
療
機
関
側

は
認
識
で
き
ず
、
結
果
論
だ
と

反
論
す
る
こ
と
も
可
能
と
思
わ

れ
た
。
医
療
機
関
側
の
主
張
通

り
、
早
期
に
救
肢
を
諦
め
て
い

れ
ば
救
命
で
き
た
こ
と
は
事
実

で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
時
点
で
今

回
の
事
態
を
予
見
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
医
療

過
誤
と
は
判
断
で
き
な
か
っ

た
。
た
だ
し
、
裁
判
で
、
患
者

側
か
ら
鑑
定
書
が
提
出
さ
れ
、

今
回
の
事
故
は
結
果
論
で
あ

り
、
賠
償
責
任
が
全
く
な
い
と

は
主
張
で
き
な
く
な
っ
た
。

〈
結
果
〉

　
裁
判
所
か
ら
の
和
解
勧
告
を

受
け
和
解
に
至
っ
た
。

位
に
新
た
な
バ
イ
パ
ス
を
作
成

し
た
。
と
こ
ろ
が
感
染
は
拡
大

し
、
発
熱
、
右
足
の
痛
み
が
発

症
し
た
た
め
、
人
工
血
管
を
全

て
抜
去
し
た
。
そ
の
後
、
虚
血

肢
と
な
り
右
下
肢
を
切
断
し
た

が
、
播
種
性
血
管
内
凝
固
症
候

群
が
原
因
と
推
測
さ
れ
る
脳
梗

塞
に
よ
り
失
明
と
な
っ
た
。
そ

の
3
カ
月
後
に
発
熱
、
抗
生
剤

Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
感
染
の
裁
判
和
解

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
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れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
Ａ
、
こ
の
件
に
関
し
て
、
全

国
保
険
医
団
体
連
合
会
は
9
月

6
日
、
厚
労
省
に
主
旨
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

担
当
官
は
、「
息
を
引
き

取
っ
た
瞬
間
に
立
ち
会
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
主
旨
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
も
こ
れ
ま
で

の
考
え
方
の
概
念
を
整
理
し
た

も
の
に
過
ぎ
な
い
」
と
述
べ
、

「
考
え
方
、
取
扱
い
は
従
来
と

変
わ
り
が
な
い
」
と
回
答
し
ま

し
た
。

　
よ
っ
て
、
解
釈
に
変
更
は
な

く
、
算
定
要
件
を
満
た
し
て
自

宅
で
看
取
っ
た
場
合
に
算
定
で

き
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
年
始
早
々
の
台
風
発
生
（
1

月
3
日
）、
福
井
北
部
で
1
5

0
0
台
も
の
車
が
立
ち
往
生

し
、
死
者
ま
で
出
た
北
陸
大
豪

雪
（
2
月
6
日
〜
）
に
代
表
さ

れ
る
寒
冬
、
打
っ
て
変
わ
っ
て

谷
41
・
2
度
）、
北
海
道
で
は

逆
に
観
測
史
上
最
も
早
い
冠
雪

（
大
雪
山
8
月
19
日
）
と
枚
挙

に
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
後
も
残
酷
暑
、
台
風
20

号
（
8
月
23
日
〜
24
日
）、
再

び
残
酷
暑
と
続
き
、
20
数
年
ぶ

り
に
非
常
に
強
い
勢
力
（
最
大

風
速
45
ｍ
〜
54
ｍ
）
の
ま
ま
京

阪
神
に
と
っ
て
最
悪
の
コ
ー
ス

で
襲
来
し
た
台
風
21
号
（
9
月

4
日
）
で
、
過
去
最
大
級
の
高

潮
・
強
風
に
よ
り
近
畿
圏
に
多

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
我
が
家
も
瓦
は
飛
ば
さ

れ
、
土
蔵
の
漆
喰
の
白
壁
が
は

が
さ
れ
、
大
損
害
を
こ
う
む
り

ま
し
た
。
近
く
の
神
社
も
大
木

が
な
ぎ
倒
さ
れ
、
本
殿
・
拝

殿
・
神
輿
蔵
・
狛
犬
な
ど
が
破

壊
さ
れ
凄
惨
な
状
況
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
氏
子
の
我
々

に
は
寄
付
要
請
が
く
る
で
し
ょ

う
な
あ
…
。

　
し
か
し
、
こ
れ
す
ら
も
と
ど

め
に
は
な
ら
ず
、
北
海
道
胆
振

地
震
（
9
月
6
日
）、
そ
し
て

月
末
に
は
再
び
非
常
に
強
い
勢

力
で
和
歌
山
に
上
陸
、
日
本
列

島
を
縦
断
し
た
台
風
24
号
（
9

月
30
日
）、
こ
れ
で
京
都
市
で

は
記
録
に
な
い
、
年
に
4
回
の

台
風
に
よ
る
暴
風
雨
圏
突
入
と

な
り
ま
し
た
。
幸
運
に
も
台
風

の
可
航
半
円
に
入
っ
た
た
め
、

21
号
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
21
号
で
破
損
し
た
屋

根
に
掛
け
て
い
た
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
が
飛
ば
さ
れ
補
修
に
苦
心
し

ま
し
た
。
危
険
半
円
に
入
っ
た

東
海
や
首
都
圏
の
大
混
乱
は
言

う
ま
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
さ
ら
に
さ
ら
に
台
風
25
号

（
10
月
6
日
〜
7
日
）
が
沖
縄

経
由
で
韓
国
南
部
を
直
撃
、
九

も
う
勘
弁
し
て
下
さ
い
…

　
そ
し
て
梅
雨
明
け
後
に
は
、

経
験
則
の
通
用
し
な
い
東
か
ら

西
の
逆
走
台
風
（
12
号
、
7
月

28
日
〜
29
日
）
を
挟
み
、
8
月

中
旬
ま
で
の
記
録
的
猛
暑
（
最

高
気
温
は
京
都
39
・
8
度
、
熊

州
北
部
を
中
心
に
日
本
全
国
で

強
風
が
吹
き
荒
れ
ま
し
た
。

　
神
様
・
仏
様
、
も
う
勘
弁
し

て
下
さ
い
…
。

　
ま
た
災
害
列
島
・
日
本
の
話

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
間

に
台
風
23
号
は
猛
烈
な
勢
力
で

フ
ィ
リ
ピ
ン
北
部
に
上
陸
、
さ

ら
に
非
常
に
強
い
勢
力
で
香
港

を
襲
い
ま
し
た
。
同
じ
頃
に
は

ア
メ
リ
カ
大
西
洋
側
に
も
大
型

ハ
リ
ケ
ー
ン
が
来
襲
し
、
こ
れ

ら
の
国
に
甚
大
な
被
害
を
与
え

て
い
ま
す
。

　
や
は
り
短
期
的
に
は
地
球
温

暖
化
に
よ
る
気
象
災
害
の
増
加

は
否
定
で
き
な
い
も
の
と
考
え

環
境
問
題

環
境
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3
月
以
降
の
異
常

暖
春
、
等
々
に
始

ま
っ
た
今
年
の
異

常
気
象
・
天
災
で

し
た
が
、
さ
ら
に

大
阪
北
部
地
震
（
6
月
18
日
）

が
発
生
し
、
ま
た
関
東
甲
信
で

は
最
速
の
梅
雨
明
け
（
6
月
29

日
）
も
、
気
流
は
安
定
せ
ず
西

日
本
の
ほ
ぼ
全
域
が
、
気
象
災

害
で
は
平
成
最
多
の
犠
牲
者

（
死
者
・
行
方
不
明
2
3
7
人
）

を
出
し
て
し
ま
っ
た
同
時
広
域

多
発
的
集
中
豪
雨
に
襲
わ
れ
ま

し
た
。

医療安全担当者スクール
●講義内容
　患者対応法のマスターを目指します。
レッスンはテキストのみでなく、受講者の
希望に沿った内容を含めることも可能で
す。例えば、自院で実際に発生した事例を
基に、テキストに沿って分析・評価するこ
ともできます。
※ このスクールは、医療法で定められている
医療安全管理のための職員研修に代用でき
ます。無床診療所の場合であれば、協会主
催の「医療安全講習会」等と合わせて参加
されれば、年２回程度と定義されている研
修義務がクリアされます。

●テキスト
事例で見る医療安全対策の心得・
第Ⅱ章

「医療安全対策の
 常識と工夫」
●受講費用　１万円
●開催日時・受講回数
ご相談の上、受講者の
ご希望に沿います
●受講会場
京都府保険医協会

まずは協会にお電話を！ ☎075‒212‒8877

申込受付中 !

ま
す
。

　
世
界
的
に
も
氷
河
の
後
退
や

氷
河
湖
の
決
壊
、
永
久
凍
土
の

融
解
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
・

メ
タ
ン
な
ど
の
大
気
中
へ
の
放

出
。
南
極
や
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

の
氷
床
の
融
解
に
よ
る
海
水
塩

分
濃
度
の
局
所
的
低
下
、
こ
れ

を
受
け
て
深
層
海
流
の
停
滞
・

変
化
、
そ
し
て
地
球
気
象
へ
の

影
響
な
ど
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
太
陽
活
動
の
低
下
に
よ
り
地

球
は
寒
冷
化
に
進
む
と
す
る
意

見
（
中
世
に
見
ら
れ
た
小
氷

期
）
も
あ
り
ま
す
し
、
世
界
の

ど
こ
か
で
1
カ
所
で
も
巨
大
カ

ル
デ
ラ
噴
火
（
破
局
噴
火
）
が

起
き
た
り
、
考
え
た
く
も
あ
り

ま
せ
ん
が
全
面
核
戦
争
起
こ
っ

て
し
ま
え
ば
寒
冷
化
に
向
か
う

の
は
確
実
で
し
ょ
う
…
。

　
我
々
に
で
き
る
こ
と
は
あ
ま

り
な
さ
そ
う
で
す
が
、
心
配
の

種
は
尽
き
ま
せ
ん
、
嗚
呼
。

（
環
境
対
策
委
員
会

 

委
員
長　
武
田 

信
英
）
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今
回
の
富
士
登
山
は
あ
く
ま

で
も
お
鉢
巡
り
が
目
的
で
、
ご

来
光
は
途
中
の
山
小
屋
で
も
良

い
と
考
え
、
ま
た
2
泊
に
し
た

理
由
は
、
頂
上
の
天
気
は
運
任

せ
、
そ
れ
な
ら
ば
チ
ャ
ン
ス
を

2
回
つ
く
る
方
が
よ
い
と
思
っ

た
か
ら
だ
。

　
噴
火
口
で
あ
る
大
内
院
、
そ

の
直
径
は
剣
ヶ
峰
〜
久
須
志
神

社
間
約
7
8
0
ｍ
、
深
さ
が
約

2
3
7
ｍ
、
八
合
目
ま
で
達
す

る
と
い
わ
れ
（
写
真
1
）、
こ

の
周
囲
を
巡
る
の
を
お
鉢
巡
り

と
い
う
。
標
高
差
76
ｍ
、
一
周

約
2
・
6
㎞
の
日
本
最
高
所
地

の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
言

え
る
。
反
時
計
回
り
に
進
む
こ

と
に
し
た
。
眼
下
に
厚
い
雲
海

の
層
が
見
ら
れ
る
が
、
頭
上
は

文
句
な
い
快
晴
、
歩
き
始
め
る

と
初
め
て
頭
痛
を
感
じ
た
。
久

須
志
神
社
の
あ
る
吉
田
口
（
須

走
口
）
頂
上
で
は
山
麓
の
3
分

の
2
し
か
な
い
薄
い
空
気
（
大

気
圧
）
だ
と
い
う
。
簡
易
酸
素

缶
も
持
っ
て
き
て
い
る
が
、
ど

う
し
よ
う
か
と
迷
っ
て
い
る
う

ち
に
弱
く
な
り
消
え
た
。
気
温

は
11
℃
、
ほ
と
ん
ど
無
風
と
快

適
で
あ
る
。
黒
褐
色
の
玄
武
溶

岩
と
そ
れ
が
崩
れ
た
砂
礫
の
道

が
続
く
。
深
夜
に
登
っ
て
、
頂

上
で
ご
来
光
を
迎
え
た
登
山
者

の
内
、
体
力
を
残
す
人
が
こ
の

お
鉢
巡
り
も
行
う
の
だ
が
、
最

高
峰
剣
ヶ
峰
ま
で
の
距
離
は
吉

田
口
頂
上
か
ら
8
0
0
ｍ
の
距

離
、
御
殿
場
ル
ー
ト
、
富
士
宮

ル
ー
ト
の
頂
上
か
ら
は
あ
と
少

し
頑
張
れ
ば
達
す
る
距
離
で
も

あ
り
、
剣
ヶ
峰
に
到
達
す
れ
ば

頂
上
は
も
う
十
分
、
お
鉢
巡
り

ま
で
は
と
て
も
と
い
う
人
も
多

い
の
か
も
し
れ
な
い
。
七
、
八

合
目
に
1
泊
し
、
深
夜
に
登
頂

時
間
に
終
わ
っ
て
お
り
、
昼
か

ら
の
人
は
い
き
お
い
少
な
く
な

る
の
か
も
し
れ
ぬ
。
山
頂
の
山

小
屋
は
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
が
、

周
回
コ
ー
ス
に
は
拍
子
抜
け
す

る
ほ
ど
登
山
者
が
い
な
い
。
久

須
志
岳
を
過
ぎ
反
時
計
回
り
に

第
2
噴
火
口
（
小
内
院
）
と
第

2
火
口
棚
の
間
を
進
む
、
道
は

整
備
さ
れ
歩
き
や
す
い
。
進
む

と
さ
ら
に
行
き
か
う
人
も
ま
ば

ら
、
遠
く
に
見
え
る
登
山
者
の

黄
色
や
赤
の
ヤ
ッ
ケ
さ
え
も
岩

の
間
に
千
切
れ
た
断
片
の
よ
う

に
見
え
る
（
写
真
2
）。
周
り

に
誰
も
い
な
く
な
り
、
静
謐
そ

の
も
の
だ
。
歩
を
進
め
る
に
つ

れ
、
ひ
と
り
で
は
な
い
、
誰
か

と
一
緒
の
よ
う
な
不
思
議
な
感

覚
に
と
ら
わ
れ
た
。
左
手
に
巨

大
な
大
内
院
が
見
え
、
長
い

西に
し
や
す
の
か
わ
ら

安
河
原
の
道
も
登
り
に
差
し

掛
か
り
、
息
が
上
が
る
。
休
み

な
が
ら
剣
ヶ
峰
3
7
7
6
ｍ
に

達
し
た
。
隣
接
す
る
旧
測
候
所

は
す
で
に
閉
鎖
さ
れ
内
部
を
う

か
が
う
こ
と
は
で
き

な
い
。
以
前
は
富
士

山
レ
ー
ダ
ー
が
設
置

さ
れ
て
い
た
が
、
現

在
は
取
り
払
わ
れ
、

富
士
吉
田
市
に
保
存

さ
れ
て
い
る
。
日
本

最
高
峰
と
し
て
の
撮

影
ス
ポ
ッ
ト
で
あ

り
、
順
番
が
く
る
の

を
し
ば
ら
く
待
っ

た
。
台
湾
人
の
一
団

が
自
国
の
国
旗
を
掲

げ
て
は
し
ゃ
い
で
撮

影
し
て
い
る
。
こ
こ

で
十
分
な
時
間
を
取

り
、
馬
ノ
背
の
下
り

に
か
か
っ
た
。
勾
配
が
急
で
そ

の
ま
ま
だ
と
つ
ん
の
め
っ
て
し

ま
う
。
崖
側
の
柵
に
つ
か
ま
り

ゆ
っ
く
り
と
降
り
る
。
降
り

立
っ
た
と
こ
ろ
で
振
り
返
る

組
は
帰
り
の
バ
ス
の
時
間
に
間

に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
頂
上
か
ら
五
合
目
ま
で
の

下
山
に
は
最
低
4
時
間
を
要
す

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
1
時
間

半
以
上
か
か
る
お
鉢
巡
り
が
全

員
果
た
せ
る
わ
け
で
は
な
い

し
、
で
き
る
人
も
午
前
の
早
い

と
、
30
度
の
急
坂
が
背
後
に
せ

り
立
っ
て
い
た
。
下
っ
た
と
こ

ろ
、
富
士
宮
口
頂
上
に
富
士
山

浅
間
大
社
奥
宮
が
あ
り
、
シ
ー

ズ
ン
中
は
隣
接
の
郵
便
局
も
開

い
て
お
り
、
記
念
に
切
手
シ
ー

ト
を
買
っ
た
。
御
殿
場
口
頂
上

を
経
て
東ひ

が
し
や
す
の
か
わ
ら

安
河
原
、
朝
日
岳
、

伊
豆
ケ
岳
は
山
頂
の
東
縁
を
進

み
、
成
就
岳
を
左
に
見
、
頂
上

の
山
小
屋
に
至
り
こ
れ
で
1
周

し
た
こ
と
に
な
る
。
下
山
す
る

に
あ
た
り
、
最
後
に
も
う
一
度

大
内
院
の
縁
に
行
き
、
剣
ヶ
峰

を
仰
い
だ
。

　
此
処
で
、
1
年
半
前
に
天
寿

を
全
う
し
た
母
親
と
、
46
年
前

に
25
歳
の
若
さ
で
自
ら
命
を

絶
っ
た
親
友
と
に
再
会
で
き
た

と
感
じ
た
。

　
参
照
『
登
れ
る
！
富
士
山
』
佐
々

木
亨
（
山
と
渓
谷
社
2
0
1
1
）

　
憲
法
9
条
の
改
定
作
業
が

い
っ
こ
う
に
前
に
進
め
ら
れ
な

い
中
で
、
業
を
煮
や
し
た
安
倍

内
閣
は
9
条
1
項
2
項
を
維
持

し
た
上
で
、
自
衛
隊
の
存
在
を

明
記
す
る
第
3
項
を
付
け
加
え

る
と
い
う
案
を
出
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
な
ら
一
見
、
平
和
憲

法
で
あ
る
9
条
は
守
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
の
で
、
国
民

投
票
に
持
ち
込
み
や
す
い
と
い

う
考
え
の
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
本
当

に
そ
う
な
の
で
し
ょ

う
か
。

　
多
く
の
憲
法
学
者

は
、
自
衛
隊
は
立
派

な
戦
力
で
あ
り
、
陸

海
空
軍
、
そ
の
他
の

戦
力
は
こ
れ
を
保
持

し
な
い
と
い
う
2
項

を
外
さ
な
い
と
矛
盾

す
る
と
言
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
自
衛
隊
を

憲
法
に
明
記
す
る

と
、
法
律
で
設
置
さ

れ
た
防
衛
省
と
上
下

関
係
が
逆
転
し
て
し

ま
う
と
い
う
意
見
も

あ
り
ま
す
。
自
衛
隊

違
憲
論
争
に
終
止
符
を
打
ち
た

い
の
な
ら
改
憲
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
法
律
の
改
定
で
対
応
す
れ

ば
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
安
倍
内
閣
は

「
今
、
日
本
は
北
朝

鮮
問
題
や
中
国
の
尖

閣
諸
島
を
め
ぐ
る
動

き
の
中
で
、
危
険
な

状
態
に
直
面
し
て
い

る
。
日
本
の
平
和
を

守
る
大
事
な
役
割
を

担
う
自
衛
隊
の
存
在

を
明
記
す
る
こ
と

は
、
世
界
に
対
し
て

も
明
確
な
意
思
表
示

と
な
る
」
と
言
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
明
確
な
意
思

表
示
と
や
ら
、
本
当

に
日
本
の
役
に
立
つ

の
で
し
ょ
う
か
。
安

全
保
障
体
制
が
変
化

す
る
中
で
、
目
先
の
利
益
に
と

ら
わ
れ
て
改
憲
を
論
じ
る
の
で

は
な
く
、
あ
ら
た
め
て
「
日
本

の
外
交
上
重
要
な
国
益
と
は
何

か
」「
日
本
は
国
際
社
会
に
お

い
て
ど
ん
な
役
割
を
占
め
る
べ

き
な
の
か
」「
軍
事
力
を
ど
の

く
ら
い
位
置
づ
け
る
か
」「
日

本
と
い
う
国
の
平
和
と
は
ど
う

い
う
も
の
な
の
か
」
と
い
う
根

本
的
な
議
論
を
し
、
国
民
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
得
た
う
え
で
国

民
投
票
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
は
ず
で
す
。

　
毎
日
仕
事
で
忙
し
い
の
だ
か

ら
、
そ
ん
な
こ
と
を
ゆ
っ
く
り

考
え
て
い
る
暇
は
な
い
！
　
付

け
加
え
る
だ
け
な
ら
大
丈
夫

じ
ゃ
な
い
の
か
な
あ
と
思
っ
て

い
る
、
そ
こ
の
あ
な
た
！
　
近

い
将
来
、
改
憲
に
よ
っ
て
、
例

え
ば
徴
兵
制
な
ど
自
衛
隊
の
役

割
が
拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た

と
き
、「
あ
っ
、
し
ま
っ
た
！
」

と
思
っ
て
も
手
遅
れ
な
の
で

す
。

リレーエッセイリレーエッセイ
考え
  よう平和と憲法

1

　
日
　
時
　
11
月
3
日
（
土
・

祝
）
午
後
1
時
30
分
〜

　
場
　
所
　
円
山
野
外
音
楽
堂

生
か
そ
う
憲
法 

守
ろ
う
9
条

11
・
3
憲
法
集
会
in
京
都

　
内
　
容
　
広
渡
清
吾
さ
ん
講

演
／
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
〜
沖
縄
そ
し

て
9
条
〜（
川
口
真
由
美w

ith

お
も
ち
ゃ
楽
団
）／
政
党
あ
い

さ
つ
／
憲
法
ア
ピ
ー
ル
／
集
会

後
は
憲
法
ウ
ォ
ー
ク
へ

　
参
加
費
　
無
料

　
共
　
催
　
憲
法
9
条
京
都
の

会
、
安
倍
9
条
改
憲
N
O
!

　
浅
山
孝
彦
氏
（
享
年
84
、
伏

見
）
8
月
21
日
ご
逝
去
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

訃
　
報

全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
・
京
都

　
連
絡
先
　
憲
法
9
条
京
都
の

会
（
☎
0
5
0
・
7
5
0
0
・

8
5
5
0
）

法律相談 税務相談 雇用管理相談
建築相談 金融相談 廃棄物処理相談

剣
ヶ
峰
3
7
7
6
ｍ
、

お
鉢
巡
り

（
写
真
1
）大
内
院
と
日
本
最
高
峰
の

剣
ヶ
峰
と
旧
測
候
所

11月のレセプト受取・締切
基
金
国
保

８日
（木）

９日
（金）

10日
（土） 労

災

12日
（月）

― ○ ◎（※） ◎（※）

○は受付窓口設置日、◎は締切日
受付時間：基金・国保・労災　９時～17時
業務時間：基金９時～17時30分  国保８時30分～17時15分
　　　　   労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　　 ８～10日 ８時～24時

（
写
真
2
）
第
2
火
口
棚
か
ら
西
安
河

原
に
向
か
う
。巡
回
者
は
ま
ば
ら
だ
っ
た

今こそ、改憲問題考えるとき
礒部 博子（宇治久世）

無料相談協会の
◇ 会員の希望される専門家をご紹介
します
◇随時、必要な時に相談できます
　 ご都合の良い日を各種専門家と日程調
整します

◇相談は無料（ただし、１事案１回限り）
　※ １事案につき１回の無料相談を超え

てのご相談は、個別相談に移行し有
料になります

2 0 1 8 年 (平成 3 0 年) 1 0 月 2 5 日第 3 0 3 6 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 6 )毎月10日･25日発行

第
16
回

関　浩（宇治久世）

富士山

お問い合わせは協会事務局まで ☎075-212-8877

ご自身の病院・診療所で
接遇研修をしませんか？

経験豊かな
講師を
派遣します

自院で実施するので、医療機関で実際に起こる場面を想定した
実技を取り入れるなど、オリジナルの研修が可能です。従業員
の育成や接遇力向上の一助に、ご活用下さい。講師は接遇研修
に精通したベテランの方を派遣します（㈱JAPAN・SIQ協会）。

•患者さんからのクレーム対応
•電話対応
•チームパワーアップ研修
•リーダー研修　など

研修の感想（抜粋）
• 基本的な対応から実践的な対応まで短
い時間の中でやっていただいた。
• ロールプレイングを多く取り入れて下
さったので、楽しく学ぶことができた。

研修例

ご希望の日時・内容を事
前にお伺いします。
費用など、お気軽にお問
い合わせ下さい。

最終回
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